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は
じ
め
に

大
学
生
や
大
学
院
生
の
学
力
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
き

た
。
一
芸
入
試
や
多
様
化
し
た
入
試
制
度
も
、
一
因
と

し
て
考
え
ら
れ
る
。
ゆ
と
り
教
育
が
見
直
さ
れ
、
国
立

大
学
が
独
立
法
人
化
す
る
今
、
入
学
後
に
学
力
を
高
め

る
こ
と
が
可
能
な
入
学
者
選
抜
制
度
に
変
え
て
ゆ
く
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

　

大
学
が
入
試
形
態
に
よ
り
、
七
科
目
の
学
力
テ
ス
ト

を
活
用
す
る
大
学
、
三
科
目
の
学
力
テ
ス
ト
を
行
う
大

学
、
推
薦
入
試
を
主
に
活
用
す
る
大
学
、
面
接
だ
け
で

入
学
者
を
と
る
大
学
な
ど
に
、
分
か
れ
て
い
る
な
ら
、

学
生
に
と
っ
て
入
学
試
験
の
選
択
肢
が
多
様
に
な
っ

て
、
し
か
も
大
学
も
多
様
化
し
て
く
る
。
し
か
し
、
一

つ
の
大
学
に
お
い
て
、
Ａ
Ｏ
入
試
、
面
接
、
論
文
入
試

な
ど
を
併
用
し
、
学
力
が
多
様
な
学
生
が
入
学
す
る
な

ら
、
下
に
合
わ
せ
て
授
業
の
レ
ベ
ル
を
落
と
さ
ざ
る
を

得
な
く
な
る
。
こ
の
方
式
で
は
、
入
試
は
多
様
化
す
る

が
、
大
学
は
多
様
化
し
な
い
。

　

今
、
日
本
の
大
学
で
は
、
一
般
入
試
、
す
な
わ
ち
通

常
の
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
を
受
け
ず
に
入
学
す
る
学
生
が

�0
％
に
の
ぼ
る
。
そ
う
い
う
学
生
が
半
数
近
く
ク
ラ
ス

に
い
れ
ば
、
教
員
は
無
視
で
き
な
い
。

　

高
校
で
推
薦
を
受
け
る
た
め
に
は
、
内
申
点
が
高
く

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
内
申
点

を
つ
け
る
基
準
は
各
教
科
に
対
す
る
意
欲
、
関
心
、
態

度
な
ど
、教
師
の
主
観
に
左
右
さ
れ
る
部
分
が
大
き
い
。

新
学
力
観
を
反
映
し
て
テ
ス
ト
の
成
績
の
比
重
が
小
さ

く
な
っ
て
い
る
。
高
校
ま
で
、
テ
ス
ト
で
良
い
成
績
を

と
る
よ
り
、
先
生
に
好
か
れ
た
方
が
内
申
書
の
成
績
が

よ
く
な
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
評
価
さ
れ
て
、
推
薦
や

Ａ
Ｏ
で
大
学
に
入
学
し
て
き
た
学
生
が
、
入
学
後
も
出

席
点
や
レ
ポ
ー
ト
で
単
位
を
と
る
こ
と
を
期
待
す
る
の

は
自
然
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
う
学
生
達
は
、

会
社
に
就
職
し
た
後
も
、
一
般
入
試
で
入
っ
た
学
生
た

ち
と
は
異
な
る
行
動
を
と
る
で
あ
ろ
う
。

　

２
０
１
２
年
㲈
月
、
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
全
国
の
大
学
１
〜
㲄
年
生

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
学
者
の
高
㲃
生
、

㲄
月
時
点
の
１
日
あ
た
り
の
学
習
時
間
は
、「
１
時
間

未
満
」
の
学
生
は
５
㲆
・
㲄
％
で
あ
っ
た
。

　

マ
ス
コ
ミ
で
も
、"

&3"

で
は
「
企
業
の
採
用
担
当

者
の
間
に
も
「
Ａ
Ｏ
学
生
を
避
け
た
い
」
と
い
う
傾
向

が
出
て
き
た
。
あ
る
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
担
当
者
は
、「
成

功
も
挫
折
も
な
く
、
競
争
も
経
験
し
て
い
な
い
学
生
が

増
え
た
。
プ
レ
ゼ
ン
だ
っ
て
『
お
や
お
や
？
』
な
学
生

が
目
立
つ
」」（
２
０
１
㲃
年
㲃
月
��
日
号
）。

　

わ
れ
わ
れ
は
，
各
種
入
試
制
度
を
整
理
し
た
上
で
，

学
力
考
査
を
課
す
一
般
入
試
制
度
と
学
力
考
査
を
課
さ

な
い
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
制
度
と
を
比
較
し
て
、
卒
業
後

の
所
得
の
分
析
を
行
っ
た
。

　

学
力
考
査
を
課
す
入
試
制
度
と
課
さ
な
い
入
試
制
度

に
つ
い
て
，
そ
れ
ぞ
れ
を
経
て
入
学
し
，
卒
業
し
た
労

働
者
の
所
得
を
調
査
し
た
．
労
働
市
場
に
お
け
る
評
価

に
は
，
学
力
以
外
の
要
因
も
大
き
く
反
映
さ
れ
る
．
高

所
得
で
あ
る
こ
と
は
，希
少
性
の
あ
る
多
様
な
能
力
が
，

労
働
市
場
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ

る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
．

　

図
１
は
，
��
歳
以
下
の
就
業
者
を
適
用
さ
れ
た
入
試

制
度
に
学
力
考
査
が
課
さ
れ
て
い
た
か
否
か
で
２
分
割

大
学
入
試
制
度
の
多
様
化
が

高
等
教
育
を
劣
化
さ
せ
て
い
る

西
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し
，
さ
ら
に
出
身
大
学
・
学
部
別
に
㲄
分
割
し
て
平
均

所
得
（
年
収
：
万
円
）
を
比
較
し
て
い
る
．

　

ま
た
，
ま
ず
，
��
歳
以
下
の
就
業
者
の
，
学
力
考
査

を
課
す
入
試
制
度
に
よ
る
入
学
者
の
平
均
所
得
は
，
学

力
考
査
を
課
さ
な
い
入
試
制
度
に
よ
る
入
学
者
の
平
均

所
得
よ
り
も
，
統
計
的
に
有
意
に
高
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
．
ま
た
，
理
系
に
お
け
る
格
差
は

文
系
に
お
け
る
格
差
よ
り
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
．

ア
メ
リ
カ
で
博
士
号
を
と
る
留
学
生
の
数

大
学
教
育
が
効
果
的
で
な
け
れ
ば
、
大
学
院
教
育
も
効

果
が
怪
し
く
な
る
。
そ
し
て
、
理
系
研
究
者
の
国
際
競

争
力
も
、
技
術
者
の
学
力
も
低
く
な
る
。

　

全
米
科
学
財
団
（
Ｎ
Ｓ
Ｆ
）
の
統
計
に
よ
る
と
、
２

０
１
㲃
年
に
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
理
工
系
の
博
士
号

（
Ｐ
ｈ
．Ｄ
）
を
取
っ
た
留
学
生
の
数
は
、
中
国
人
が
四

千
四
三
九
人
、
イ
ン
ド
二
〇
七
三
人
、
韓
国
人
千
〇
一

二
人
に
対
し
、
台
湾
五
六
八
人
、
ト
ル
コ
三
九
四
人
、

タ
イ
二
二
七
人
、
に
対
し
て
、
日
本
人
は
わ
ず
か
百
六

七
人
で
あ
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
入
学
後
も
、
学
期
毎
に
試
験
で
ふ

る
い
に
か
け
、
残
っ
た
者
の
中
か
ら
博
士
号
取
得
者
が

生
ま
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
の
博
士
取
得
者
を
雇

う
な
ら
、会
社
に
と
っ
て
も
、研
究
機
関
に
と
っ
て
も
、

確
実
に
戦
力
と
な
る
人
材
な
の
で
あ
る
。

　

中
国
人
の
博
士
号
取
得
者
が
多
い
の
は
、
単
に
留
学

生
が
多
い
だ
け
で
は
な
い
。
学
力
が
高
い
故
に
ア
メ
リ

カ
の
大
学
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
し
て
、
優
れ
た
博
士

論
文
を
書
く
学
生
も
多
い
こ
と
に
な
る
。中
国
、韓
国
、

台
湾
、
タ
イ
、
日
本
の
ア
メ
リ
カ
博
士
号
取
得
者
の
数

の
差
は
、
将
来
の
三
国
の
技
術
力
の
行
方
を
示
唆
し
て
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図１　出身大学・学部別，学力考査の有無別平均所得（45歳以下の就業者全体）
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い
る
。

　

文
科
省
は
、
２
０
０
㲈
年
か
ら
、
日
本
の
学
生
を
欧

米
の
大
学
に
送
る
長
期
留
学
制
度
を
創
設
し
た
。
現
在

は
日
本
学
生
支
援
機
構
が
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
一

年
間
に
同
制
度
は
修
士
、
博
士
合
わ
せ
て
約
�0
人
程
度

を
送
る
だ
け
で
あ
る
。
中
国
が
、
ア
メ
リ
カ
の
、
し
か

も
理
工
系
だ
け
で
四
千
人
を
超
え
る
博
士
号
取
得
者
を

輩
出
し
て
い
る
こ
と
に
比
べ
る
と
、
更
な
る
対
策
が
必

要
と
な
ろ
う
。

　

ゆ
と
り
教
育
で
、
小
中
高
校
が
、
そ
し
て
少
数
科
目

入
試
で
大
学
と
大
学
院
の
水
準
を
低
い
ま
ま
で
あ
れ

ば
、
海
外
に
留
学
生
を
送
っ
て
も
、
多
数
の
落
伍
者
を

生
む
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
中
国
の
よ
う
に
、
国
内

の
教
育
水
準
を
高
め
た
上
で
、
海
外
留
学
生
を
増
や
す

な
ら
、
効
果
も
高
く
な
ろ
う
。

　

日
本
の
大
学
院
は
、
大
学
院
重
点
化
政
策
で
、
大
幅

に
定
員
が
増
や
さ
れ
た
が
、
実
際
は
院
生
の
学
力
水
準

が
低
下
し
、
博
士
号
の
価
値
が
薄
れ
て
し
ま
っ
た
。
日

本
の
私
立
Ｔ
大
学
医
学
部
の
元
准
教
授
が
執
筆
し
た
論

文
の
、
少
な
く
と
も
１
㲇
２
本
に
つ
い
て
デ
ー
タ
の
ね

つ
造
を
し
て
い
て
、
撤
回
論
文
数
の
不
名
誉
な
世
界
最

多
記
録
を
達
成
し
た
と
い
う
。
２
０
１
㲄
年
ま
で
11
年

間
の
撤
回
論
文
数
の
ワ
ー
ス
ト
�0
位
内
に
５
人
の
日
本

人
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
２
０
０
０
年
ま
で
日
本
で
は

目
立
つ
研
究
不
正
は
な
か
っ
た
。
こ
と
を
考
え
る
と
、

何
か
が
変
わ
っ
て
き
た
と
い
え
る
。
留
学
生
の
「
質
」

の
向
上
に
努
め
る
と
共
に
、
日
本
の
大
学
院
生
、
大
学

生
の
学
力
と
い
う
「
質
」
の
向
上
に
つ
い
て
も
何
ら
か

の
対
応
が
期
待
さ
れ
る
。

　

質
を
維
持
す
る
方
法
の
一
つ
に
は
、
客
観
的
な
試
験

を
課
し
、
適
性
を
常
に
測
り
続
け
る
こ
と
だ
。
も
う
一

つ
は
、
定
員
を
弾
力
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
優
秀
な
学

生
が
多
け
れ
ば
、
定
員
を
越
え
て
受
入
れ
、
逆
の
場
合

は
定
員
よ
り
受
入
れ
を
少
な
く
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
大

学
院
教
育
が
効
果
的
に
働
い
て
い
る
の
は
、
こ
の
た
め

で
あ
る
。

少
数
科
目
受
験
者
の
入
学
金
を
高
く
し
て
は
ど
う
か

多
様
な
学
生
を
入
れ
る
と
簡
単
に
言
う
が
、
学
力
が
保

証
さ
れ
な
い
学
生
を
受
け
入
れ
る
と
、
入
っ
て
か
ら
の

教
育
に
、莫
大
な
時
間
と
コ
ス
ト
が
か
か
る
。そ
し
て
、

そ
れ
で
も
、
効
果
が
あ
が
ら
な
い
の
が
現
状
だ
。
そ
の

コ
ス
ト
は
、
一
旦
は
大
学
が
負
う
が
、
最
終
的
に
は
日

本
社
会
が
負
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
、
一
科
目
の
試
験
で
入
学
す
る
学
生
と
、

三
科
目
あ
る
い
は
五
科
目
の
試
験
で
入
学
す
る
学
生

を
、
同
じ
条
件
で
受
け
入
れ
る
必
然
性
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
よ
り
多
く
、
よ
り
広
く
勉
強
す
る
ほ
ど
、
入
学

金
や
授
業
料
が
安
く
な
る
の
で
な
け
れ
ば
、
誰
も
、
進

ん
で
勉
強
は
し
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
学
科
試
験
で
入

学
す
る
学
生
は
、
無
試
験
あ
る
い
は
面
接
や
論
文
の
み

で
、
入
学
す
る
多
数
の
学
生
を
見
て
、
同
じ
入
学
金
、

同
じ
授
業
料
を
払
い
、
等
し
く
卒
業
証
書
を
も
ら
う
の

に
、
何
故
、
自
分
達
だ
け
、
多
く
の
科
目
を
受
験
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
と
思
う
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
受
験
科
目
数
を
減
ら
す
毎

に
、
入
学
金
や
授
業
料
を
上
げ
る
方
が
合
理
的
で
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
面
接
の
み
の
入
学
は
入
学

金
を
二
千
万
円
、
一
科
目
入
試
は
八
百
万
円
、
二
科
目

入
試
で
四
百
万
円
、
三
科
目
入
試
で
百
万
円
、
四
科
目

入
試
で
五
十
万
円
と
い
う
具
合
に
す
れ
ば
よ
い
。
そ
し

て
、
五
教
科
七
科
目
以
上
の
入
学
試
験
で
入
学
す
る
学

生
は
、
入
学
金
は
た
だ
に
す
る
。
結
局
、
よ
り
広
く
、

よ
り
深
く
勉
強
し
た
人
材
を
よ
り
多
く
輩
出
す
る
こ
と

で
、
潤
う
の
は
日
本
全
体
な
の
だ
か
ら
、
文
科
省
も
、

全
入
学
定
員
に
お
け
る
五
教
科
七
科
目
の
試
験
で
入
学

す
る
定
員
の
割
合
に
応
じ
て
、
大
学
に
補
助
金
を
配
分

す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
、
子
供
が
よ
り
広
く
勉
強
を
す
る

な
ら
、
安
い
費
用
で
大
学
に
進
学
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
。そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、親
の
所
得
が
低
く
と
も
、

大
学
に
進
学
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ら
、
よ
り
広
い
層

か
ら
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
多
様
な
人
材

を
入
学
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。




